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短報

ヒト口蓋扁桃から発見された四吻目

条虫幼虫について

菊地由生子＊

神谷正男↑

武内利直＊

小崎秀夫ｔ

(昭和56年４月７日受領）
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北方系海産魚類には，種々の線虫，条虫の幼生が寄生

していることが知られている．一方，日本人の食習1慣と

して魚類の生食があり，幼虫の寄生している魚類を摂取

すると，ときに人体に寄生し，臨床症状を惹起する．北

海道方面ではＡ"isα跡，Ｔｅγγα'２０℃αなどの幼虫による

larvamigransとしての消化管アニサキス症がよく知ら

れている．

今回，我々はスルメイカ生食後，これに寄生していた

と思われるTentaculariidaePoche，１９２６のＮｙＭ‐

z"zａｓ皿γ"ze"jcoJaOkadainDollfus，１９２９の幼虫とす

べきものが，ヒトの咽頭に寄生し，臨床症状を示した症

例を経験したので報告する．

患者：４０歳男子．職業採鉱夫．住所北海道余市郡

余市町．

臨床経過と現症：1980年９月24日昼食時，イカ刺身を

食べたが，左咽頭附近に異物感を覚え，３時間後に余市

町内某耳鼻咽喉科医院を受診した．診察すると，左口蓋

扁桃上窩に白い索状物が附着していた．この索状物は静

止しており，自発運動などの生物学的反応は観察出来な

かった．鉗子で引くと，その一端がかなり強く固着して

抵抗があったが，引き離して採取した．扁桃自体には，

肉眼的に著変はなかった．

寄生虫学的検索：索状物は約７×２ｍｍの白色透明，

紡錘形の異物であった．これを10％ホルマリン液で固定

したのち，長軸と平行のパラフィン連続切片を作成し

て，ヘマトキシリン・エオシンで染色し，鏡検した．標

本は，かなりよく保存された虫体で，採取の段階では恐

らく生きていたと想像される．その最大径切片では，吻

を除く全長は，6.87×1.65ｍｍであった．写真１に示す

如く，頭節は6.12×1.62ｍｍあり，その尖端に位置して

吻鉤をもつが，吻自体は採取の段階で破壊されている．

頭節内に２本の吻鞘が体軸と平行に走り，長さ１．０５ｍｍ

のバナナ状に屈曲した吻裏に連るのが観察される．こ

の吻鞘は，吻嚢に近い部位で屈曲していることが連続切
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写真１虫体縦断

吻（ａ），吻嚢（ｂ），体節原基（ｃ）
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片で観察された．

吻自体は破壊されているため，その数や長さなどの形

態及び吻鉤の数，配列については確認できなかった．い

くつか観察された鉤の長さは0.025～0.042ｍｍで，根

底は0.017～0.021ｍｍであった（写真２)．吸葉につい

ては，パラフィン切片のため，明らかにできなかった．

体実質には石灰小体がみとめられた．

今後も同様の症例に相遇する可能性があると考え，報告

した．

まとめ

１．北海道余市郡余市町において，1980年９月，刺身

イカ生食後３時間で，左口蓋扁桃上窩に附着寄生してい

た虫体を発見，寄生虫学的に検索した．

２．ホルマリン固定，パラフィン連続切片による観察

では，頭節の長さ，吻嚢の形や大きさ，吻釣の形などの

特徴からTentaculariidaeのＭﾉＭｉ"ｉａｓＩ`γ'"e"icoJa

OkadainDollfus，1929に最も近似している．

考察

この虫体は上記の如く，頭節，体節をそなえ，石灰小

体もみとめる条虫の一種であると考えられる（岩田，

1938)．我々の虫体は，パラフィン切片による観察であ

り，虫体の計測値はやや縮小していると考えられ，又，

外表所見も観察することは出来なかった．しかし，Ｂｙ‐

khovskaya(1962)，嶋津(1975)，Zhukov(1960)らの報告

と対照考察してみるとTrypanorhyncha；Tentacular‐

iidaeに属するＭﾉＭｉ"iａｓ"'wLe"ico〃Okadain

Dollfus，1929に最も近いと考えられる．即ち，頭節の

大きさは嶋津（1975）によると7.2～10.2×2.6～3.1ｍｍ

で，吻鉤はバラの鰊状で，長さ0.042～0.047ｍｍ，根底

の長さ0.033～0.039ｍｍが最大であり，我々の虫体のそ

れに類似している．又，吻嚢はバナナ状に屈曲して太

く，吸葉と重なっていて，吻鞘は吻嚢の近くで屈曲して

いる点なども一致している．しかし，吻の長さや数，吻

鉤の配列と数については，我々の例では破壊されてい

て比較できなかった又，市原ら（1965）の報告した

TentaculariidaeのうちのＴｅ"ｒａｃｗｍ７ｉａｃｗ:y'んαe"αe

BoscJ802と比較すると，吻嚢の位置，形態，更に吻鞘

の屈曲性が異なり，頭節が我々の例ではやや小さい点な

どから，ＺＶｙＭ〃αにより類似性を求めることが出来

る．更に，前述の如く，患者の訴えによれば，患者は生

イカの刺身を，発症の３時間前に食しており，北方海域

で捕獲されるスルメイカに，この種の幼虫が，中間宿主

として寄生することが，嶋津（1975）により記載されて

いる点からも，ＭﾉＭ〃ａｓ”ｍｅ"icomOkadainDo‐

llfus，1929である可能`性が高い．

我々が，今回観察した例は，幼虫が人体に寄生して障

害をおこした例であるが，未だこのような症例は報告さ

れていない．ただし，扁桃局所の組織変化を観察出来な

かった．北方海域魚類のTentaculariidae寄生頻度が，

かなり高率で，しかも魚類生食の習I慣のある我国では，
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TRYPANORHYNCHIID CESTODE LARVA FOUND ON THE

HUMAN PALATINE TONSIL

Yuko KIKUCHI, Toshinao TAKENOUCHI,

(Department of pathology, Hokkaido University School of Medicinie, Sapporo, Hokkaido)

MASAO KAMIYA

(Department of Parasitology, Faculty of Veterinary Medicine,

Hokkaido University, Sapporo, Hokkaido)

AND

Hideo OZAKI

(Department of Otorhinolaryngology, Sapporo Municipal Hospital, Sapporo, Hokkaido)

A 40 year-old male at Yoichi district on the northern coast of the sea of Japan, Hok

kaido, Japan, had a pain on his pharynx three hours after taking raw fresh of a squid, Om-

mastrephes solani pacificus. A trypanorhynchiid cestode larva, ca 7X2 mm, was found tightly

attaching itself with one end of its body to his left palatine tonsil.

The larva was considered to be Nybelinia surmenicola Okada in Dollfus, 1929 (Tentaculariidae).
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